
 

 

令和２年度２月定例記者会見 次第 
日時：２月 22 日（月）13 時 30 分～  

会場：糸島市役所 庁議室  

【出席者】  

〔伊都国記者会〕朝日新聞社、糸島新聞社、西日本新聞社、毎日新聞社、  

読売新聞社、ＮＨＫ福岡放送局、時事通信社  

〔糸島市〕   市長、副市長、教育長  

  関係部課   （総務部）総務課、財政課  

（教育部）学校教育課 

 

１ 市長あいさつ・市長短信                   ●短信資料  

 

 

２ ３月のイベント                     ●イベント情報  

 

 

３ 案件  

（１）令和３年糸島市議会３月定例会提出議案  

（総務課）  ●資料１  

（２）令和２年度補正予算（第９号）専決処分の概要  

（３）令和２年度３月補正予算（第１０号）の概要  

（４）令和３年度当初予算の概要  

（財政課）  ●資料２  

（５）GIGA スクール構想の実現に向けた小中学校の ICT 整備状況  

（学校教育課）   ●資料３  

 

４ 懇談・その他  

 

 

 

 

 

 

 

  

   ■次回定例記者会見の開催日時（予定）  

日時：３月 25 日（木）13 時 30 分～  

場所：糸島市役所 庁議室  

※会見終了後、「よかまちみらいプロジェクト」に関する記者会見（デマンドバ

ス、小型 EV の車両展示等）を下記のとおり開催いたします。  

【日時】２月 22 日（月）15 時～ 【場所】糸島市役所第１委員会室（本館３階） 
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令和３年糸島市議会３月定例会提出議案について 

 

☆ ３月１日から開会予定の糸島市議会３月定例会に付議する議案を、本日送付いたしまし

た。 

☆ 案件といたしましては、諮問第１号「人権擁護委員の候補者の推薦について」から議案第

３１号「令和３年度糸島市下水道事業会計予算」までの３８議案のほか、報告１件を提案さ

せていただくこととしております。 

 

※提出議案   ３８件 

◇ 人事案件〔９件〕 

人権擁護委員の候補者の推薦について（７件） 

教育長の任命について 

公平委員会委員の選任について 

 

◇ 専決処分議案〔１件〕 

令和２年度糸島市一般会計補正予算（第９号） 

 

◇ 協議議案〔１件〕 

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増加及び福岡県市町村職員

退職手当組合規約の変更について 

 

◇ 条例議案〔８件〕【一部改正条例８件】 

糸島市公平委員会の委員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正する条例について 

糸島市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について 

糸島市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

糸島市介護保険条例の一部を改正する条例について 

糸島市道路占用に関する条例及び糸島市道路構造の基準に関する条例の一部を改正する条

例について 

糸島市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

糸島市営住宅条例の一部を改正する条例について 

糸島市火災予防条例の一部を改正する条例について 

 

◇ その他の議案〔１件〕 

損害賠償請求事件に係る損害賠償及び和解について 

 

 

定例記者会見資料 

令和３年２月２２日（月） 

総務部総務課 
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◇ 補正予算〔８件〕 

令和２年度糸島市一般会計補正予算（第１０号） 

令和２年度糸島市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号） 

令和２年度糸島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

令和２年度糸島市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

令和２年度糸島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

令和２年度糸島市渡船事業特別会計補正予算（第３号） 

令和２年度糸島市水道事業会計補正予算（第２号） 

令和２年度糸島市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 

◇ 当初予算〔１０件〕 

令和３年度糸島市一般会計予算 

令和３年度糸島市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

令和３年度糸島市国民健康保険事業特別会計予算 

令和３年度糸島市介護保険事業特別会計予算 

令和３年度糸島市後期高齢者医療特別会計予算 

令和３年度糸島市渡船事業特別会計予算 

令和３年度糸島市二丈福吉財産区特別会計予算 

令和３年度糸島市二丈一貴山財産区特別会計予算 

令和３年度糸島市水道事業会計予算 

令和３年度糸島市下水道事業会計予算 

 

※報告   １件 

◇ 議会の委任による専決処分について（市が管理する道路の横断側溝による車両事故の損害

賠償及び和解） 

 

 

☆ 議案の内容といたしましては、 

●人事案件（７件） 

【総務課、人権・男女共同参画推進課】 

諮問第１号から諮問第７号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

 ※ 委員の任期満了に伴い、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、市長が法務大臣に人

権擁護委員の候補者を推薦するに当たり、議会の意見を求めるもの。 

任期 令和３年７月１日から令和６年６月３０日まで（３年間） 

・井手  清 （いで きよし、前原校区、再任） 

・波多江隆春 （はたえ たかはる、怡土校区、新任） 

・鍋山 正則 （なべやま まさのり、深江校区、再任） 

・野田誠一郎 （のだ せいいちろう、一貴山校区、再任） 
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・清水 知惠 （しみず ともえ、可也校区、新任） 

・相田 成子 （あいた しげこ、桜野校区、再任） 

・土井良俊文 （どいら としふみ、引津校区、新任） 

 

●専決処分議案（１件） 

【財政課】 

議案第１号 専決処分について（令和２年度糸島市一般会計補正予算（第９号）） 

 ※ 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業等に伴う予算の補正に急を要したため、専

決処分をしたので、これを報告し、承認を求めるもの。 

 

●人事案件（２件） 

【総務課、教育総務課】 

議案第２号 教育長の任命について 

 ※ 教育長の任期満了に伴い、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定

により、市長が教育長を任命するに当たり、議会の同意を求めるもの。 

   任期 令和３年３月５日から令和６年３月４日まで（３年間） 

   ・家宇治正幸 （いえうじ まさゆき、再任） 

 

【総務課、監査事務局】 

議案第３号 公平委員会委員の選任について 

※ 公平委員会委員の任期満了に伴い、地方公務員法第９条の２第２項の規定により、市長が

委員を選任するに当たり、議会の同意を求めるもの。 

任期 令和３年３月９日から令和７年３月８日まで（４年間） 

・福山  聖 （ふくやま ひじり、新任） 

 

●協議議案（１件） 

【総務課】 

議案第４号 福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増加及び福岡県市町

村職員退職手当組合規約の変更について 

 ※ 福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数を増やし、組合規約を変更す

るため、地方自治法第２９０条の規定により議会の議決を求めるもの。 

  ・加入 田川地区広域環境衛生施設組合 

 

●条例議案（８件） 

〔一部改正（８件）〕 

【総務課、監査事務局、農林水産課】 

議案第５号 糸島市公平委員会の委員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正する条例につい

て 

 ※ 押印を求める手続の見直し等を行うため、条例を改正するもの。 
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【管財契約課、農業振興課】 

議案第６号 糸島市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について 

 ※ 糸島市入札監視委員会及び糸島市農業振興地域整備促進協議会を附属機関として設置する

ため、条例を改正するもの。 

 

【国保年金課】 

議案第７号 糸島市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

 ※ 新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正に伴い、条例を改正するもの。 

 

【介護・高齢者支援課】 

議案第８号 糸島市介護保険条例の一部を改正する条例について 

 ※ 介護保険法第１２９条の規定及び第８期糸島市介護保険事業計画に基づき、令和３年度か

ら令和５年度までの各年度における保険料率等を定めるとともに、介護保険法施行令の一部

改正に伴い、条例を改正するもの。 

 

【建設課】 

議案第９号 糸島市道路占用に関する条例及び糸島市道路構造の基準に関する条例の一部を改正

する条例について 

 ※ 道路法施行令及び道路構造令の一部改正に伴い、条例を改正するもの。 

 

【都市計画課】 

議案第１０号 糸島市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条

例について 

※ 都市計画法に基づき決定された野辺地区地区計画、福ノ浦地区地区計画及び泊大塚溜池南

地区地区計画について、その内容を条例に反映させるため、条例を改正するもの。 

 

【施設管理課】 

議案第１１号 糸島市営住宅条例の一部を改正する条例について 

 ※ 松原第２団地の位置の表示を変更するため、条例を改正するもの。 

 

 

【予防課】 

議案第１２号 糸島市火災予防条例の一部を改正する条例について 

 ※ 対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制

定に関する基準を定める省令の一部改正に伴い、条例を改正するもの。 
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●その他の議案（１件） 

【農林水産課】 

議案第１３号 損害賠償請求事件に係る損害賠償及び和解について 

※ 損害賠償請求事件に係るの損害を賠償するに当たり、その額及び和解について、議会の議

決を求めるもの。 

 

[事故の概要] 

林道一の原線において、原告が自家用普通自動二輪車で走行中、道路上の陥没箇所に原告

の車両の前輪が落ち込み転倒し、左肩を負傷した。 

この件について、原告が糸島市に対し、合計２０，８０３，３５９円の損害賠償及びこれ

に対する遅延損害金の支払いを求めて、訴訟を提起した。 

その後、訴訟継続中のところ、裁判官から、市の一定程度の賠償責任は免れないとして、

和解の勧告があったもの。 

過失割合 市 ７０％ 相手方 ３０％  損害賠償額 １３，０１６，３９３円 

 

●令和２年度補正予算（８件） 

【財政課】 

議案第１４号 令和２年度糸島市一般会計補正予算（第１０号） 

※ 今回の補正：14億 1,795万 7千円を減額し、予算総額 495億 115万 4千円とする。 

【別途財政課作成資料あり】 

 

【人権・男女共同参画推進課】 

議案第１５号 令和２年度糸島市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号） 

※ 今回の補正：426万 3千円を追加し、予算総額 2,055万 5千円とする。 

 

【国保年金課】 

議案第１６号 令和２年度糸島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

※ 今回の補正：6,851万 7千円を追加し、予算総額 129億 578万 8千円とする。 

 

【介護・高齢者支援課】 

議案第１７号 令和２年度糸島市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

※ 今回の補正：6,548万 8千円を減額し、予算総額 93億 1,484万 6千円とする。 

 

【国保年金課】 

議案第１８号 令和２年度糸島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

※ 今回の補正：1,026万 2千円を減額し、予算総額 14億 8,881万 7千円とする。 

 

【地域振興課】 

議案第１９号 令和２年度糸島市渡船事業特別会計補正予算（第３号） 

※ 今回の補正：396万 7千円を減額し、予算総額 1億 2,058万 5千円とする。 
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【業務課】 

議案第２０号 令和２年度糸島市水道事業会計補正予算（第２号） 

※ 今回の補正：収益的収入及び支出の既決予定額の補正等 

 

【業務課】 

議案第２１号 令和２年度糸島市下水道事業会計補正予算（第２号） 

※ 今回の補正：収益的収入及び支出の既決予定額の補正等 

 

●令和３年度当初予算（１０件） 

【財政課】 

議案第２２号 令和３年度糸島市一般会計予算 

※ 予算総額を 403億 3,142万 9千円とする。 

【別途財政課作成資料あり】 

 

【人権・男女共同参画推進課】 

議案第２３号 令和３年度糸島市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

※ 予算総額を 879万 1千円とする。 

【国保年金課】 

議案第２４号 令和３年度糸島市国民健康保険事業特別会計予算 

※ 予算総額を 125億 289万 7千円とする。 

 

【介護・高齢者支援課】 

議案第２５号 令和３年度糸島市介護保険事業特別会計予算 

※ 予算総額を 87億 9,687万 6千円とする。 

 

【国保年金課】 

議案第２６号 令和３年度糸島市後期高齢者医療特別会計予算 

※ 予算総額を 15億 5,610万 8千円とする。 

 

【地域振興課】 

議案第２７号 令和３年度糸島市渡船事業特別会計予算 

※ 予算総額を 8,596万 8千円とする。 

 

【農林水産課】 

議案第２８号 令和３年度糸島市二丈福吉財産区特別会計予算 

※ 予算総額を 67万 3千円とする。 

 

【農林水産課】 

議案第２９号 令和３年度糸島市二丈一貴山財産区特別会計予算 

※ 予算総額を 44万 9千円とする。 

 

【業務課】 

議案第３０号 令和３年度糸島市水道事業会計予算 
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【業務課】 

議案第３１号 令和３年度糸島市下水道事業会計予算 

 

●報告（１件） 

【建設課】 

報告第１号 議会の委任による専決処分について（市が管理する道路の横断側溝による車両事故

の損害賠償及び和解について） 

※ 市が管理する道路の横断側溝による車両事故の損害賠償及び和解について、地方自治法第

１８０条第１項の規定により専決処分をしたので、同条第２項の規定により、議会に報告す

るもの。 

[事故の概要] 

市が管理する道路を相手方の車両が走行中、道路上の横断側溝を通過する際、横断側溝の

グレーチングの段差に相手方の車両の左前後輪が接触した。これにより、相手方の車両の左

前後部のタイヤ及び左前部のホイールが破損した。 

過失割合 市 １００％ 相手方 ０％  損害賠償額 ９９，８０７円 

 

 

 

 
◆問合せ先 

  総務部 総務課 （担当：平野） 

  ＴＥＬ  ３２３－１１１１（代表） 内線１２１０ 

       ３３２－２１００（直通） 
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■一般会計補正予算（第９号） 

補 正 額      9,541万8千円の追加 

補正後予算総額   509億1,911万1千円 

 

今回の補正予算は、新型コロナウイルスワクチン接種体制の確保等に係る予算措置

を緊急に対応する必要があったため、専決処分により追加計上しています。 

財源については、国庫支出金で対応しています。 

 

【歳出】                    

４款 衛生費 

◆Ｐ９ 新型コロナウイルスワクチン接種事業費(国10/10)        9,541万8千円 

新型コロナウイルスの感染防止と感染症の収束を図るため、ワクチン接種の体制確保に必要

な経費等（予防接種委託、クーポン券発行等業務委託、コールセンター等業務委託、会場借上

料、備品購入費等）を増額します。（健康づくり課；新型コロナウイルスワクチン接種事業室） 

【事業内容】 

〇通信運搬費（接種券郵送代、電話料金等）                4,960千円 

〇予防接種費用支払い手数料（国保連合会への事務手数料）         3,000千円 

〇電算システム開発等委託（電算システムの改修）              768千円 

〇予防接種委託（医療従事者、施設入所者等の先行接種）          42,746千円 

〇クーポン券発行等業務委託（接種券・チラシ・封筒等の印刷及び封入）   5,328千円 

〇コールセンター等業務委託（コールセンター・予約受付・集団接種の運営） 21,000千円 

〇会場借上料（伊都文化会館（全館）；1月分）               5,000千円 

〇備品購入費（冷蔵庫等）                        2,234千円 

〇その他（消耗品、医薬材料費、機材借上料、通信回線工事等）       10,382千円 

 
【歳入】                    

１５款 国庫支出金 

◆Ｐ７ 新型コロナウイルスワクチン接種対策事業（負担金）    4,274万6千円 

◆Ｐ７ 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業（補助金）  5,267万2千円 

（健康づくり課；新型コロナウイルスワクチン接種事業室） 

※専決日；令和３年２月５日 

令和２年度２月補正予算（専決処分）の概要 

定 例 記 者 会 見 資 料 

令和３年２月 2 2 日 

総 務 部  財 政 課 

 



定例記者会見資料 

令和３年２月２２日 

新型コロナウイルスワクチン接種事業室 

 

 

 

 

 

【事業目的】 

新型コロナウイルスワクチンを市民に接種することで、感染拡大を防止し、市民の生命及び健康

を守ることを目的とする。 

 

【接種対象者】 

■１６歳以上の市民 約 89,000人（医療従事者等を除く） 

 （１）医療従事者等：約 3,000人→福岡県が実施主体 

 （２）高齢者：約 30,000人（うち高齢者施設等入所者約 1,400人） 

 （３）基礎疾患を有する者：約 11,500人 

 （４）高齢者施設等の従事者：約 1,500人 

 （５）60～64歳の者：約 7,000人  

 （６）上記以外の者：約 39,000人 

 

【実施方法】 

■集団接種と個別接種を組み合わせた体制を確保 

 （１）伊都文化会館における集団接種 

 （２）高齢者施設等における医師の往診型集団接種（協力を得られる高齢者施設等） 

 （３）かかりつけ医による個別接種 

 

【集団接種の概要】 

１ 会場：伊都文化会館（糸島市前原東二丁目２番７号） 

２ 日程：令和３年４月から９月末まで（予定） 

３ 実施時間 

 （１）火曜日～土曜日：午後１時～午後６時 

 （２）日曜日・祝日：午前９時～午後６時 

 

（参考） 

糸島市における新型コロナウイルス感染者数（令和３年２月 18日現在） 

  233人（市内居住者のみ）うち死亡者数２人 

 

糸島市新型コロナウイルスワクチン接種事業概要 

【問い合わせ先】 

糸島市新型コロナウイルスワクチン接種事業室 

担当：宗・大西 

TEL：332-2069（健康づくり課） 

ﾒ ｰ ﾙ：kenkozukuri@city.itoshima.lg.jp 
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■一般会計補正予算（第10号） 

補 正 額    ▲14億1,795万7千円 

補正後予算総額   495億115万4千円 

 

今回の補正予算は、事業費の確定等による減額及びふるさと応援寄附金の増による基

金積立金や前原西中学校、放課後児童クラブのトイレ洋式化、雇用調整推進奨励金など

の新型コロナウイルス感染症対策事業、公の施設の利用料収入減による指定管理者への

減収補填のための増額などを行っています。 

増額する主な事業は以下のとおりです。                   

【一般会計；歳入】                   （  ）は、所管課 

１款 市税 

◆Ｐ15 個人市民税                       1億3,064万6千円 

当初見込んでいた納税義務者数及び所得額の増加により、個人市民税が増加する見込みのた

め増額します。                           （税務課） 

 

１８款 寄附金 

◆Ｐ27 ふるさと応援寄附金                     1億5,000万円 

ふるさと応援寄附金の増により増額します。なお、同額を歳出でふるさと応援基金に積み立

てます。                                 （経営戦略課） 

 

【一般会計；歳出】                  

２款 総務費 

◆Ｐ41 ふるさと応援寄附推進事業費                6,242万6千円 

ふるさと応援寄附金の増額に伴い、返礼品費やシステム利用料等の経費を増額します。                                

（経営戦略課） 

３款 民生費 

◆Ｐ53 障害福祉サービス事業費（国1/2、県1/4、市1/4）      5,164万5千円 

就労継続支援や共同生活援助などのサービス利用者等の増加により、給付費等を増額します。 

（福祉支援課） 

令和２年度３月補正予算（案）の概要 

定 例 記 者 会 見 資 料 

令和 3 年 2 月 22 日 

総 務 部  財 政 課 
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◆Ｐ57 あごら管理運営費（公衆無線ＬＡＮ工事；全額臨時交付金）   770万8千円 

  指定管理者へのコロナ禍における利用料減収分の補填（3,385千円）や「新しい生活様式」に

対応した施設運営及び避難所の利便性向上のための公衆無線ＬＡＮ整備工事（5,926千円）を実

施するため、委託料及び工事請負費を増額します。         （介護・高齢者支援課） 

◆Ｐ63 放課後児童クラブ整備事業費（臨時交付金；全額）       723万4千円 

  新型コロナウイルス感染症対策として、放課後児童クラブ（８箇所、１１基）の和式トイレ

を洋式化するため、工事請負費を増額します。                （子ども課） 

◆Ｐ69 休日・夜間急患センター管理運営費             2,793万2千円 

  コロナ禍での診療控えによる減収分を指定管理者へ補填（32,000千円）するため、委託料を

増額します。                             （健康づくり課） 

７款 商工費 

◆Ｐ87  その他商工振興費《雇用調整推進奨励金》（臨時交付金；全額）  2,500万円 

２度目の緊急事態宣言により、事業所等における従業員の雇用継続が不安視されることから、

既に実施している雇用調整推進奨励金（国の雇用調整助成金等の申請に係る負担を軽減する制

度）の交付期間を令和３年１２月末まで延長し、市内での雇用維持を切れ目なく支援するため

奨励金を増額します。※増額分；奨励金10万円×想定件数250件＝2,500万円  （商工観光課） 

８款 土木費 

◆Ｐ89 市単独道路整備事業費                    2,000万円 

豪雨時における志摩師吉地区での道路冠水及び宅内浄化槽への逆流を防ぎ、道路機能の回復

と住民生活を確保するため、強制排水ポンプ設置にかかる工事請負費を増額します。（建設課） 

１０款 教育費 

◆Ｐ99 情報教育推進事業費（臨時交付金；全額）             656万円 

令和３年度児童生徒数の増加見込み（164人）にともないタブレット端末が不足するため、タ

ブレット購入に係る備品購入費を増額します。※4万円×164人        （学校教育課） 

◆Ｐ103 中学校改修事業費（臨時交付金及びふるさと応援基金）      5,150万円 

新型コロナウイルス感染症対策として、トイレの老朽化が著しく且つ洋式化率が低い前原西

中学校のトイレ改修を行うため、委託料及び工事請負費を増額します。    （教育総務課） 

１３款 諸支出金 

◆Ｐ113 ふるさと応援基金積立金                   1億5,000万円 

当初の見込みより寄附金の増額が見込まれるため、基金積立金を増額します。 （経営戦略課） 
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【事業費の確定（見込み）等により減額した主な事業（▲5千万以上】 

３款 民生費 

◆Ｐ55 特別会計関係費                     ▲7,675万7千円 

介護保険事業特別会計及び後期高齢者医療特別会計への繰出金の減 

（介護・高齢者支援課、国保年金課） 

◆Ｐ61 子ども・子育て支援事業費               ▲1億5,989万2千円 

私立幼稚園等施設等利用給付費、認定こども園運営費など扶助費等の減    （子ども課） 

◆Ｐ63 子ども医療対策費                    ▲5,659万1千円 

子ども医療費（扶助費）の減                       （子ども課） 

◆Ｐ67 生活保護各種扶助費                   ▲1億4,050万円 

生活扶助費、医療扶助費等扶助費など扶助費の減             （福祉保護課） 

６款 農林水産費 

◆Ｐ77 経営体育成対策事業費                  ▲7,160万6千円 

農業機械・施設災害復旧支援事業補助金の減等              （農業振興課） 

８款 土木費 

◆Ｐ89 道路整備事業費                    ▲1億8,252万2千円 

国庫支出金の減による前原潤線整備事業及び浦志有田線整備事業の物件補償費、用地購入費、

工事請負費等の減                              （建設課） 

◆Ｐ91 交通安全施設整備事業費                ▲1億3,802万8千円 

国庫支出金の減による加布里停車場線歩道設置事業などの物件補償費、用地購入費等の減 

（建設課） 

１０款 教育費 

◆Ｐ101 小学校大規模改造事業費                ▲1億708万4千円 

前原小学校、波多江小学校、前原南小学校の大規模改造事業の設計監理委託料、工事請負費

等の減                                （教育総務課） 

 

■第２表 継続費補正（Ｐ6）   変更 ４件 

■第３表 繰越明許費補正（Ｐ7） 追加 １８件  

■第４表 債務負担行為補正（Ｐ8）変更 ５件   

■第５表 地方債補正（Ｐ9）   変更 ２１件 廃止 １件 
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単位：千円、％ 

会  計  名 令和３年度 令和２年度 
Ｒ３－Ｒ２ 

増減額 増減率 

一  般  会  計 40,331,429 36,358,628 3,972,801 10.9 

特 

 

別 

 

会 

 

計 

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 

事 業 特 別 会 計 
8,791  16,292 ▲7,501 ▲46.0 

国 民 健 康 保 険 事 業 

特 別 会 計 
12,502,897 12,653,719 ▲150,822 ▲1.2 

介 護 保 険 事 業 

特 別 会 計 
8,796,876 8,781,373 15,503 0.2 

後 期 高 齢 者 医 療 

特 別 会 計 
1,556,108 1,487,083 69,025 4.6 

渡 船 事 業 特 別 会 計 85,968 123,817 ▲37,849 ▲30.6 

二 丈 福 吉 財 産 区 

特 別 会 計 
673 673 0 0.0 

二 丈 一 貴 山 財 産 区 

特 別 会 計 
449 457 ▲8 ▲1.8 

企
業
会
計 

水 道 事 業 会 計 2,820,365 2,677,563 142,802 5.3 

下 水 道 事 業 会 計 3,575,486 3,895,589 ▲320,103 ▲8.2 

予 算 総 額 69,679,042 65,995,194 3,683,848 5.6 

※企業会計については、会計方式が異なるため、収益的支出と資本的支出を合わせた総額を予算

規模とみなしています。 

定 例 記 者 会 見 資 料 

令和３年２月 2 2 日 

総 務 部 財 政 課 

 

令和３年度 糸島市当初予算（案）の概要 
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議案第２２号 

                            

 

 

１ 予算編成の基本的な考え方                                      

◆第２次長期総合計画の着実な推進 

令和３年度を初年度とする「第２次糸島市長期総合計画」に掲げるまちづくりの基本目標及

び前期基本計画の政策・施策の推進を基本に予算を編成しています。 

また、前期基本計画における重点課題プロジェクトについては、課題の解決を図るため、そ

の推進に寄与する事業に対してはロードマップに基づき予算措置を行っています。 

≪まちづくりの基本目標≫ 

① 未来社会で輝く子どもを育むまちづくり 

② 人と人がつながり助け合うまちづくり 

③ みんなの命と暮らしを守るまちづくり 

④ 健康で安心して暮らせるまちづくり 

⑤ ブランド糸島で活気あふれるまちづくり 

⑥ 快適で住みよいまちづくり 

◆公共施設等総合管理計画第 1 期アクションプランの確実な実施 

公共施設等総合管理計画に基づき作成した第１期アクションプランを確実に実施するため、

計画的に予算措置をしています。 

◆中期財政計画を踏まえた規律ある財政運営 

将来にわたる健全な財政運営に資するため、「中期財政計画」における財政指標である市債残

高及び基金残高を順守した予算編成としました。 

２ 予算規模  ～前年度から 10.9%増～                                    

歳入歳出総額       403 億 3,142 万 9 千円 

対前年度（当初）比      + 39 億 7,280 万 1千円、+10.9％ 

歳出面では、運動公園整備事業や前原南小学校大規模改造事業、新庁舎整備事業、前原南コミ

ュニティセンター整備事業などの投資的経費や、ふるさと応援寄附金の増に伴うふるさと応援基

金への積立金等が増加しています。 

歳入面では、移住・定住の取組の成果等を市税や交付金等に反映させて計上していますが、国

の経済情勢等を踏まえると、市税及び地方譲与税、地方交付税などは減となり、臨時財政対策債

（市債）が増加しています。また、投資的経費の増に伴い、その財源となる国県支出金や繰入金、

市債が増加しています。 

令和３年度 一般会計予算（案）の概要 
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３ 予算の特徴                                  

【歳 入】                               

(1)市税・・・94億 2,641万円（▲1億 6,704万円、▲1.7％）  

市税は、軽自動車税とたばこ税が増となるものの、個人市民税、法人市民税、固定資産税な

どが減となるため、前年度に比べ 1億 6,704万 3千円、1.7％の減少を見込んでいます。 

(2)地方特例交付金・・・2億 2,062 万円（+1 億 1,429 万円、+107.5％）  

地方特例交付金は、個人住民税分に加え、自動車税及び軽自動車税に係る減収補てん分が臨

時的に交付されることなどもあり、1億 1,429万 6千円、107.5％の増加を見込んでいます。 

(3)地方交付税・・・70億 4,856 万円（▲8 億 3,796万円、▲10.6％）  

地方交付税は、国の地方財政計画を踏まえて 8億 3,796万１千円、10.6%の減額を見込んでい

ます。 

(4)分担金及び負担金・・・1 億 9,843万円（▲4,321万円、▲17.9％）  

分担金及び負担金は、私立保育所から認定こども園への移行施設があり私立保育所運営費保

護者負担金が減となることなどから、4,320万 6千円、17.9％の減額を見込んでいます。 

(5)国庫支出金・・・72億 2,571 万円（+6億 9,054 万円、+10.6％） 

国庫支出金は、障害児通所給付費負担金などの減がある一方、社会資本整備総合交付金や私

立保育所等運営費、保育所等施設整備事業などの増により、6 億 9,054 万 4 千円、10.6％の増

額を見込んでいます。 

(6)県支出金・・・40 億 5,819万円（+3 億 6,084 万円、+9.8％）  

県支出金は、水産物供給基盤機能保全事業などの減がある一方、畜産・酪農収益力強化整備

等特別対策事業や私立保育所等運営費などの増により、3億 6,083万 7千円、9.8％の増額を見

込んでいます。 

(7)寄附金・・・11億 550 万円（+4 億 5,050 万円、+68.8％）  

寄附金は、ふるさと応援寄附金などの増により、4 億 5,050 万円、68.8％の増額を見込んで

います。 

(8)繰入金・・・25億 4,529万円（+10億 7,645万円、+73.3％）  

繰入金は、財政調整基金繰入金が減となる一方、公共施設等総合管理推進基金とふるさと応

援基金からの繰入金の増により、10億 7,644万 7千円、73.3％の増額を見込んでいます。 

(9)市 債・・・48億 9,154万円（+23億 7,819万円、+94.6％）  

市債は、消防施設整備事業などの減がある一方、合併推進債（運動公園整備事業、新庁舎整

備事業など）、臨時財政対策債などの増により、23億 7,819万 4千円、94.6％の増額を見込ん

でいます。なお、臨時財政対策債は国の地方財政計画を踏まえ、6 億 5,619 万 4 千円の増額を

見込んでいます。 

 



5 

 

 

＜歳入の状況＞                     単位：千円、％ 

款      名 

Ｒ３年度 Ｒ２年度 

増減額 増減率 
予算額 

構成

比 
予算額 構成比 

1 市税 9,426,411 23.4 9,593,454 26.4 ▲167,043 ▲1.7% 

2 地方譲与税 340,555 0.8 357,950 1.0 ▲17,395 ▲4.9% 

3 利子割交付金 6,385 0.0 8,027 0.0 ▲1,642 ▲20.5% 

4 配当割交付金 34,975 0.1 35,296 0.1 ▲321 ▲0.9% 

5 株式等譲渡所得割交付金 30,192 0.1 31,682 0.1 ▲1,490 ▲4.7% 

6 法人事業税交付金 36,031 0.1 37,808 0.1 ▲1,777 ▲4.7% 

7 地方消費税交付金 1,844,055 4.6 1,807,790 5.0 36,265 2.0% 

8 ゴルフ場利用税交付金 59,086 0.1 85,917 0.2 ▲26,831 ▲31.2% 

9 環境性能割交付金 19,060 0.1 64,019 0.2 ▲44,959 ▲70.2% 

10 地方特例交付金 220,624 0.5 106,328 0.3 114,296 107.5% 

11 地方交付税 7,048,558 17.5 7,886,519 21.6 ▲837,961 ▲10.6% 

12 交通安全対策特別交付金 15,000 0.0 17,000 0.0 ▲2,000 ▲11.8% 

13 分担金及び負担金 198,427 0.5 241,633 0.7 ▲43,206 ▲17.9% 

14 使用料及び手数料 609,699 1.5 620,474 1.7 ▲10,775 ▲1.7% 

15 国庫支出金 7,225,706 17.9 6,535,162 18.0 690,544 10.6% 

16 県支出金 4,058,188 10.1 3,697,351 10.2 360,837 9.8% 

17 財産収入 93,154 0.2 62,886 0.2 30,268 48.1% 

18 寄附金 1,105,500 2.8 655,000 1.8 450,500 68.8% 

19 繰入金 2,545,288 6.3 1,468,841 4.0 1,076,447 73.3% 

20 繰越金 200,000 0.5 200,000 0.6 － － 

21 諸収入 322,995 0.8 332,145 0.9 ▲9,150 ▲2.8% 

22 市債 4,891,540 12.1 2,513,346 6.9 2,378,194 94.6% 

歳入合計 40,331,429 100.0 36,358,628 100.0 3,972,801 10.9% 

※表示単価未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。 
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【歳 出】                             

１ 目的別予算の状況 

(1)総務費・・・63億 4,831万円（+24億 9,721万円、+64.8％）  
渡船事業会計への臨時的な操出金や国勢調査などの減がある一方、運動公園整備事業（+15

億 7,184 万円）や新庁舎整備事業（+3億 1,133万円）、ふるさと応援寄附推進事業（+2億 1,093

万円）、前原南コミュニティセンター整備事業（+2億 946万円）、結婚新生活支援事業（+1億

1,520万円）などが増加しています。 

(2)民生費・・・170 億 797万円（+5億 4,244万円、+3.3％）  
施設型給付事業[私立保育所分]や生活保護各種扶助事業などの減がある一方、施設型給付事

業[認定こども園分]（+4億 3,902万円）や地域型給付事業[0～2歳児の小規模保育事業分]（+1

億 3,967 万円）、民間保育所施設整備事業（+1 億 3,646 万円）、障害者訓練等給付費（+1 億

1,195万円）などが増加しています。 

(3)衛生費・・・29億 757 万円（▲4,350 万円、▲1.5％）  
ロタウイルス定期接種により予防接種事業が増となる一方、火葬場基幹的設備改良事業（▲

2,123万円）や休日・夜間急患センター空調設備整備事業（▲1,538万円）などが減少していま

す。 

(4)農林水産業費・・・17 億 4,257 万円（+1 億 9,166 万円、+12.4％）  
漁港施設機能保全事業やため池防災減災事業などの減がある一方、畜産・酪農収益力強化整

備等特別対策事業（+2 億 4,631万円）や活力ある高収益型園芸産地育成事業（+7,052万円）な

どが増加しています。 

(５)商工費・・・2億 40万円（▲548万円、▲2.7％）  
観光施設改修等事業などの増がある一方、企業誘致事業（▲540 万円）やＩＴベンチャー育

成事業（▲300万円）などが減少しています。 

(6)土木費・・・16億 8,922万円（+7,559 万円、+4.7％）  
駅にホーム柵を設置するバリアフリー化設備等整備事業などの減がある一方、新開桂木線ほ

か 1路線整備事業（+5,207 万円）、市営第２東縄手団地改修事業（+4,757万円）などが増加し

ています。 

(8)消防費・・・14億 2,778万円（▲1億 3,117万円、▲8.4％）  
通信指令施設更新事業や消防救急デジタル無線更新事業などの増がある一方、はしご付消防

自動車整備事業（▲2 億 965万円）や消防施設改修事業（▲4,137万円）が減少しています。 

(9)教育費・・・35億 3,727万円（＋5億 2,541万円、+17.4％）  
教科書指導書等購入事業などの減がある一方、前原南小学校校舎大規模改造事業（+3億 1,818

万円）や増築分（+2億 6,164万円）、東風小学校普通教室改造事業（+3,711万円）などが増加

しています。 

(10)諸支出金・・・21億 1,674 万円（＋3 億 9,494万円、+22.9％）  
ふるさと応援基金積立金（+4億 4,997万円）などによる増です。 
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＜歳出の状況；目的別（款別）＞             単位：千円、％ 

款 名 
Ｒ３年度 Ｒ２年度 

増減額 増減率 
予算額 構成比 予算額 構成比 

1 議会費 262,547 0.7 262,569 0.7 ▲22 0.0% 

2 総務費 6,348,307 15.7 3,851,094 10.6 2,497,213 64.8% 

3 民生費 17,007,966 42.2 16,465,524 45.3 542,442 3.3% 

4 衛生費 2,907,572 7.2 2,951,074 8.1 ▲43,502 ▲1.5% 

5 労働費 20,792 0.1 20,345 0.1 447 2.2% 

6 農林水産業費 1,742,569 4.3 1,550,912 4.3 191,657 12.4% 

7 商工費 200,395 0.5 205,874 0.6 ▲5,479 ▲2.7% 

8 土木費 1,689,218 4.2 1,613,633 4.4 75,585 4.7% 

9 消防費 1,427,770 3.5 1,558,935 4.3 ▲131,165 ▲8.4% 

10 教育費 3,537,267 8.8 3,011,860 8.3 525,407 17.4% 

11 災害復旧費 20,000 0.0 96,944 0.3 ▲76,944 ▲79.4% 

12 公債費 3,000,394 7.4 2,998,231 8.2 2,163 0.1% 

13 諸支出金 2,116,739 5.3 1,721,799 4.7 394,940 22.9% 

14 予備費 49,893 0.1 49,834 0.1 59 0.1% 

  
歳出合計 40,331,429 100.0 36,358,628 100.0 3,972,801 10.9% 

※表示単価未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。 
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2 性質別予算の状況 

(1)義務的経費・・・198 億 5,424万円（+2億 1,695 万円、+1.1％）  
予算総額に占める義務的経費（人件費・扶助費・公債費）の割合は 49.2％と約半数を占め

ており、依然として硬直性の高い状況となっています。 

・人件費は、国勢調査の減などにより 3,135万円（▲0.6％）の減 

・扶助費は、施設型給付事業（認定こども園分）や地域型給付事業（0歳～2歳児の小規模保

育事業分）、障害者訓練等給付費などの増により、2億 4,614万円（2.2％）の増 

・公債費は、市債償還元金の増などにより 216 万円（0.1％）の増 

(2)投資的経費・・・66億 552万円（+29 億 5,931万円、+81.2％）  
はしご付消防自動車整備事業などが減となる一方、運動公園整備事業や前原南小学校校舎

大規模改造事業、新庁舎整備事業、前原南コミュニティセンター整備事業などの増により、

29億 5,931万円（81.2％）の増となっています。 

(3)その他の経費・・・138億 7,168 万円（+7 億 9,654 万円、+6.1％）  
・物件費は、教科書指導書等購入事業など減となる一方、ふるさと応援寄附推進事業や防災

重点農業用ため池防災対策推進事業などの増により、1億 6,608万円（3.2％）の増 

・補助費等は、マイホーム取得奨励金などの減がある一方、結婚新生活支援事業やふるさと

応援寄附推進事業などの増により、2億 4,475万円（11.0％）の増 

・積立金は、ふるさと応援基金積立金のなどの増により、4億 8,983万円（66.5％）の増 

・投資及び出資金・貸付金は、下水道事業出資金の減により、8,185万円（▲14.7％）の減 

・繰出金は、渡船事業繰出金などの減により、2,195万円（0.5％）の減 

＜歳出の状況；性質別＞                  単位：千円、％ 

区      分 
Ｒ３年度 Ｒ２年度 

増減額 
増減

率 予算額 構成比 予算額 構成比 

義務的経費 19,854,235 49.2 19,637,286 54.0 216,949 1.1 

  

  

  

1人件費 5,544,602 13.8 5,575,951 15.3 ▲31,349 ▲0.6 

2扶助費 11,309,239 28.0 11,063,104 30.4 246,135 2.2 

3公債費 3,000,394 7.4 2,998,231 8.3 2,163 0.1 

投資的経費  6,605,516 16.4 3,646,204 10.0 2,959,312 81.2 

  4普通建設事業費 6,585,516 16.3 3,549,260 9.7 3,036,256 85.5 

5災害復旧事業費 20,000 0.1 96,944 0.3 ▲76,944 ▲79.4 

6失業対策事業費   －  － －  －   － － 

その他の経費  13,871,678 34.4 13,075,138 36.0 796,540 6.1 

  

  

  

  

  

  

7物件費 5,296,384 13.1 5,130,301 14.1 166,083 3.2 

8維持補修費 186,167 0.5 186,545 0.5 ▲378 ▲0.2 

9補助費等 2,461,766 6.1 2,217,017 6.1 244,749 11.0 

10積立金 1,226,487 3.0 736,660 2.0 489,827 66.5 

11投資及び出資金・貸付金 476,505 1.2 558,356 1.6 ▲81,851 ▲14.7 

12繰出金 4,174,476 10.4 4,196,425 11.6 ▲21,949 ▲0.5 

13予備費 49,893 0.1 49,834 0.1 59 0.1 

歳 出 合 計 40,331,429 100.0 36,358,628 100.0 3,972,801 10.9 
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４ 健全財政の維持                               

 (１)財政調整基金からの繰入れ・・・4 億 7,100 万円  
令和３年度当初予算の財源不足分について、財政調整基金を 4 億 7,100 万円繰入れ、令和３

年度末の基金残高見込額を 52億 1,971万円としています。 

 (2)公共施設等総合管理推進基金からの繰入れ・・・8億 6,204万円  
公共施設等総合管理推進計画のアクションプランに基づく事業について、公共施設等総合管

理推進基金を 8億 6,204万円繰入れ、令和３年度末の基金残高見込額を 28億 7,166万円として

います。 

 (3)市債残高見込額・・・300 億 8,584 万円  
市債発行額は、令和３年度から５年度にかけて運動公園整備事業や小中学校大規模改造事業、

新庁舎整備事業などの大型事業が予定されているため、増加する見込みです。 

また、国の施策に伴い臨時財政対策債も増加見込みとなっており、令和３年度当初予算時点

での市債残高は、300 億 8,584万円となる見込みです。 

５ 主な拡充・新規事業                                           

 (1)ソフト事業  

 (2)ハード事業  

 

 事  業  名 事 業 費 所 管 課 

 地域型給付事業（小規模保育事業分） 1億 3,881万円 子ども課 

※ 結婚新生活支援事業 1億 1,520万円 ブランド・学研都市推進課 

※ 防災重点農業用ため池防災対策推進事業 5,512万円 農林水産課 

 保育補助者雇上強化事業 3,019万円 子ども課 

 生活困窮者自立相談支援事業 2,361万円 福祉支援課 

 子ども子育て支援システム更新事業 1,958万円 秘書広報課 

 不登校対応指導員配置事業 1,251万円 学校教育課 

※ 統合型ＧＩＳシステム更新事業 1,177万円 秘書広報課 

※ 多機関の協働による包括的支援体制構築事業 1,143万円 福祉支援課 

※ 手続きサービス改善事業 990万円 秘書広報課 

 事  業  名 事 業 費 所 管 課 

 運動公園整備事業 17億 1,760万円 経営戦略課 

 新庁舎整備事業 3億 8,929万円 管財契約課 

 前原南小学校校舎大規模改造事業 3億 1,818万円 教育総務課 

 前原小学校校舎大規模改造事業 2億 8,911万円 教育総務課 

 前原南小学校校舎大規模改造事業（増築分） 2億 6,164万円 教育総務課 

 民間保育所施設整備事業 2億 5,389万円 子ども課 

 前原南コミュニティセンター整備事業 2億 3,980万円 地域振興課 

 通信指令施設更新事業 2億 373万円 警防課 

 小学校施設改修事業 8,000万円 教育総務課 

 新庁舎周辺整備事業 7,789万円 管財契約課 

※は新規事業 
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                        記 者 会 見 資 料 

令和３年２月２２日   

糸島市教育部学校教育課 
 

 

  

 

 

【 概  要 】 

本市では、令和２年１２月末までに、市内全小中学校における一人一台端末及び校内高速通信

ネットワークの整備が完了し、国のＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、令和３年１月から徐々

に授業での活用を開始している。今回は、デモ授業として、遠隔機能などＩＣＴの特徴を活かし

た授業等の一部を公開する。 

 

１ 前原東中学校でのデモ授業（2月 24日予定） 

 

 

●「ロケット打ち上げプロジェクト（第 2弾）」（1～3年の生徒約 20名） 

     ～オンラインで地域企業に協賛を募る～  

（予定日時：令和 3年 2月 24日（水）15：30～ 担当：前原東中 上田主幹教諭） 

 

【授業の概要】 

 ロケット打ち上げプロジェクトは、ドラマ「下町ロケット」

の題材となった北海道植松電機植松努さんの願い「夢を諦めな

い」を伝えるプロジェクトです。 

ロケット打ち上げプロジェクトに挑戦する生徒約 20 名が、

10月から毎週水曜日に活動し、ロケット制作班（本体担当、エ

ンジン担当、パラシュート担当）とロケット資金運用班（プレ

ゼン担当、全体指揮担当）に分かれ、プロジェクトを進めてき

ています。 

2 月 24 日は、ロケット資金運用班がタブレット端末を活用

し、ＰＴＡ会長の協力のもと集まっていただいた地域企業に対

し、オンラインでプレゼンを用いて協賛を募る「起業家教育プ

ロジェクト授業」です。 

 

（参考）起業家教育 

起業家教育は、高い志や意欲を持つ自立した人間として、他者と協働しながら、新しい価値

を創造する力など、これからの時代を生きていくために必要な力を育成する教育で、「社会に働

きかけるプロジェクト活動」を通して、起業家が物事を成し遂げるプロセスを疑似体験します。 

具体的には、「この問題をなんとか解決したい」「これを提供したらきっと喜ぶ人がいる」と

いうような志や機会の認識から始まり、情報を集めたり、実現するための計画を立てたり、人

にお願いしたり、お金を集めたりしながら、失敗を繰り返して形にしていく過程を通して、子

どもたちには、チャレンジ精神や探究心、情報収集・分析力や実行力、コミュニケーション力

等が養われていきます。 

将来的には、希望をもって自らの力で将来を切り拓き、自立した市民としてよりよい社会づ

くりに積極的に参画することを期待して実施されるものです。 
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２ 福吉小学校でのデモ授業（3月 3日予定） 

 

● 「タブレットで一人学びを進めよう」（第４学年算数科） 

      ～授業の後半における個別最適化学習～  

（予定日時：令和 3年 3月 3日（水）9：00～ 担当：福吉小 4年 1組担任 豊田） 

【習熟タイムの概要】 

ベネッセが提供するタブレット端末用学習ソフト「ミライシード」を活用し、授業の後半に

おいて、学習内容の定着を図る個別学習を実施します。 

児童は、自分の学習状況に合わせてタブレット上から基本問題や応用問題

を選択し、個別学習に取り組みます。個別学習ソフトには、正解数や取組に

応じてメダルやポイントが貯まる機能や、間違えた問題だけをピックアップ

し解き直しができる機能などが搭載されており、意欲的に取り組む姿が見ら

れます。 

 

 

 

 

● 「地域に伝わる伝統文化を交流しよう」（第３学年総合的な学習） 

      ～オンラインでつなぐ福井神楽と高祖神楽～  

（予定日時：令和 3年 3月 3日（水）9：30～ 担当：福吉小 3年 1組担任 保坂） 

【授業の概要】 

糸島市で推進する「地域を知り地域への愛着を深める学習

『いとしま学』」において、福吉小学校と怡土小学校では、毎

年、地域に伝わる神楽について詳しく学んでいます。そこで、

遠隔学習を通して、地域に伝わる神楽の魅力を学校間で交流し

ます。福吉小の３年生は「福井神楽」について、怡土小の３年

生は「高祖神楽」について、各学校の教室から神楽の魅力を発

信する授業です。 

子どもたちは、他校の児童と少人数グループ単位でタブレット端末の画面を通した質問や感

想の交流をし、伝統文化に関する共通点を整理することで学びを深めます。 

 

 

 

 

●「おじいちゃんおばあちゃんと一緒に昔遊びをしよう」（第１学年生活科） 

             ～ＩＣＴでつながる学校と地域～    

（予定日時：令和 3年 3月 3日（水）10：30～ 担当：福吉小 1年担任 播磨・進藤） 

【授業の概要】 

 小学校１年生の生活科の学習においては、地域のシニアクラブの方々

から昔の遊びを教えてもらい、自分の好きな遊びを選んで地域の方々一

緒に楽しむ活動を行います。 

今年度は、新型コロナウイルスの影響により地域の方々との交流も制

限されている状況にありますが、ICT を活用して福吉コミュニティセン

ターと学校の教室をオンラインでつなぎ、地域のおじいちゃんおばあち

ゃんたちから昔の遊びを教えてもらい、一緒に楽しむ授業です。 

 

   ※感染状況により延期となる場合もあります。 

https://2.bp.blogspot.com/-WDJZtr7E_cc/U6Qox049RuI/AAAAAAAAhiw/vp1v3L2Is24/s800/omocha_kendama.png
https://4.bp.blogspot.com/-LfuZ3Ws7eNM/U8XlXUx3ryI/AAAAAAAAi98/2G7EyumKi8U/s800/tablet_girl.png
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３ ＩＣＴ整備状況と活用計画 

  本市では、国の GIGAスクール構想を踏まえた ICT の環境整備を実施しており、今後は、糸島市

学校教育情報化推進計画に基づき、学校教育における ICTの活用を推進していきます。 

 

 

  ●誰一人取り残すことのない、一人一人の状況に応じた学びの実現 

  ●社会に主体的に関わる力を育成する提案・発信型授業の実現 
 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

       

   

      

            

 

 

  

小学校 16校 

中学校 6校  

タブレット端末 
（一人一台端末 8,895 台） 

レノボ社 300ｅ 

Chromebook 

 

 

校内高速通信 

  

学習支援ソフト 

電源ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 

GIGA ｽｸｰﾙ 

ｻﾎﾟｰﾀｰ 

ﾈｯﾄﾜｰｸ整備 設置 

整備状況 

 

【 ICT 活用教育推進の目的 】 

 

個別学習 

協働学習 

遠隔学習 

プログラミング教育 
児童会・生徒会活動 

不登校学習支援 

特別支援教育 

家庭学習活用 

 

 

●情報モラル教育中学校子どもサミット  ●大学等との連携協働事業 

●糸島市教育情報化推進委員会      ●ICT活用に係る教員研修 

「糸島市学校教育情報化推進計画」 

（8,613千円） 

（42,179千円） 

（340,109千円） 

（141,521千円） 

（179台） 

（６名） （AI ﾄﾞﾘﾙ等試験利用） 
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https://3.bp.blogspot.com/-M1fnP-Dt1O8/UnXnVo1oQ6I/AAAAAAAAaNg/B2j3SeMv08s/s800/kaden_wifi_router.png
https://1.bp.blogspot.com/-O8caIbvZ4Eg/XdttvTxlmbI/AAAAAAABWLo/GB512wtKUo0kkyAotIZ90BhY_tvVQbIuQCNcBGAsYHQ/s1600/pose_yubisashi_kakunin_businessman.png
https://1.bp.blogspot.com/-ZXfx7aOs7RE/XdttvoFM0sI/AAAAAAABWLs/TpGKb34W3hsnu60f_OrMs1Xsc8ozm6SbgCNcBGAsYHQ/s1600/pose_yubisashi_kakunin_businesswoman.png
https://3.bp.blogspot.com/-SlXbnRmWfXQ/XGvW_3pzdJI/AAAAAAABRqI/xpi8Q_OiQ9Q0O1mQA9zYcjvAqRTunjRsACLcBGAs/s800/internet_screenshot_computer.png
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                                  【参考資料】 

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けたＩＣＴ活用推進計画 

「糸島市学校教育情報化推進計画」より抜粋 

 

今後の学校教育活動におけるＩＣＴ活用を推進するため、以下の取組を実施予定。 

 

１ 学校教育活動におけるＩＣＴの活用 

  Ａ：個別学習の充実を図る取組 

    タブレット端末でＡＩ学習支援ソフトを活用し、個々の児童生徒の状況に合わせた補充学

習や発展学習の充実により学力の向上を図る。 

 

  Ｂ：協働学習の充実を図る取組 

    タブレット端末で協働学習支援ソフトを活用し、授業の中で学級の全児童生徒との意見交

流の充実により、主体的・対話的で深い学びを実現する。 

 

  Ｃ：遠隔学習の充実を図る取組 

    遠隔機能により、社会科見学や地域人材との交流、九大連携による児童生徒向け講座などを

実施し、実生活・実社会に関する学習の充実を図る。 

 

  Ｄ：プログラミング教育の充実 

    小学校プログラミング教育において、研究校の実践事例を全小学校で活用するとともに、 

   ロボット教材等の活用により実践の充実を図る。 

 

  Ｅ：不登校児童生徒に係る学習支援の充実 

    タブレット端末でのＡＩ学習支援ソフトの活用や、遠隔機能の活用により、不登校児童生徒

の学習支援の充実を図る。 

 

  Ｆ：児童会活動・生徒会活動の活性化 

    各学校の児童会活動・生徒会活動の取組やアイデアを、遠隔機能を活用して交流することに

より、よりよい学校生活づくりを推進する。 

 

  Ｇ：家庭学習での端末活用の促進 

    夏季休業期間中等の家庭学習において、使用ルールを徹底した上で、タブレット端末の活用

を促進する。 

 

２ ＩＣＴ活用推進のための教職員研修 

    糸島市教育センター研修の一つに、授業でのＩＣＴ活用推進のための教員研修を位置付け、

定期的に開催しながら、教員の情報機器活用能力を向上させる。 

 

３ 情報モラル教育の推進のための中学生子どもサミットの実施 

    各中学校の生徒会の代表者で組織する中学生子どもサミットを通して、糸島市版ＳＮＳの

使い方ルールの見直し・周知などに自主的に取り組む。 

 

 

                （問合せ）糸島市学校教育課 田中（℡ 092-332-2097）                                 


